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２００２年度活動方針（案）

６月２５日 岡大職組執行委員会

国立大学の法人化が必至という事態に直面して、岡山大学は、全国に先駆け
て 法人化の下での大学づくりに取り組んで来ている 中期目標・中期計画 素、 。 （
案）の策定、教員の個人評価の試行実施、定員外職員の雇用問題等々、どれ一
つとってもこれまでの大学とは大きく異なる大学像が提示されてきている。組
合は、その具体像を正確に認識すると同時に、組合としても、政府・文科省や
財界の不当な介入を許さない、自主性・自律性をもった新しい大学像（ 大学「
憲章 ）を積極的に提示していくことが求められている。大学の自主性・自律」
性は、教職員一人ひとりの自主性・自律性に支えられてこそ確立される。一人
ひとりの自主性・自律性は、自由な精神による開かれた関係のなかで養われる
ものであり、そのためには、一人ひとりの人権が保障されていなければならな
い 「評価」や「任期制」に名を借りた人権侵害を許さず、一人ひとりの働く。
権利が大切にされる職場を創出していくことが、今ほど求められている時はな
い。組合は、大学における人権擁護および拡充の機関として積極的に活動する
と同時に、大学の自主性・自律性を守り創出していくために、新しい大学づく
りにその一翼を担って積極的に参加していくものである。①大学の自主性・自
律性の確立、②大学構成員の人権擁護と拡充、この二つが、新しい大学の下で
の新しい組合の基本課題である。そして、そのためには、この二つの課題を遂
行し得る力量をもった組合へ、すなわち、労働協約や就業規則等に関しても交
渉力量をもった組合へと大きく脱皮することが最重要の課題となる。この二大
基本課題を担い得る交渉力量を持った組合づくりを最重要課題とする。今年度
の活動方針は、以下の通りである。

（１）法人化法案への取り組み
文科省の「最終報告」が出され国大協がそれを「了承」したとしても、

国立大学法人のあり方が最終的に確定した訳ではない。２００３年１月招
集の通常国会に上程が予定されている「国立大学等法人法案（仮称 」等）
の一連の法案に、大学の自主性・自律性を確保し、公務員型の内実を盛り
込ませる方向で、全大教とともに取り組む。

（２）学長交渉
大学執行部が提起する新しい大学像について正確な情報を得ること、そ

の問題点などを教職員に機敏に知らせ、教職員の意見や批判を執行部に反
映させるなど、組合が民主的な大学づくりに積極的に貢献していく上で、
学長交渉、事務局長交渉、人事課長交渉はきわめて重要な役割を果たすも
のである。中期目標・中期計画（素案 、教員の個人評価、定員外職員の）
雇用問題等を中心に、積極的に取り組む。

（裏面へ続く）

人
権
を
基
軸
に
参
加
型
の
組
合
へ

来
る
７
月
９
日
開
催
予
定
の
定
期
大
会
に
向
け
て
準
備
を
重
ね
て
き
た
岡
大
職
組
執
行
委
員
会
は
、

６
月
２
５
日
の
定
例
執
行
委
員
会
で
、
２
０
０
２
年
度
活
動
方
針
（
案
）
を
策
定
し
ま
し
た
。
２
０

０
３
年
度
は
、
法
人
化
が
必
至
と
さ
れ
る
国
立
大
学
の
組
合
に
と
っ
て
、
ま
さ
に
正
念
場
の
時
で
す
。

①
大
学
の
自
主
性
・
自
律
性
の
確
立
、
②
大
学
構
成
員
の
人
権
擁
護
と
拡
充
、

岡
大
職
組
は
、
今
、を

掲
げ

に
向
け
て
、
い
よ
い
よ
新
し
い
取
り

の
二
大
基
本
課
題

、
交
渉
力
量
を
も
っ
た
組
合
づ
く
り

組
み
を
始
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

座
標
軸

有
事
法
案
は
、
メ
デ
ィ

ア
規
制
法
と
と
も
に
、
本

国
会
で
の
成
立
は
見
送
ら

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一

息
つ
く
瞬
間
だ
け
は
確
保

さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
依
然

と
し
て
廃
案
に
ま
で
追
い

込
む
に
は
至
っ
て
い
な
い

▼
受
け
身
に
有
事
法
制
反

対
と
い
う
だ
け
で
は
、
お

そ
ら
く
現
状
に
は
十
分
即

応
し
て
い
な
い
の
だ
ろ

う
。
と
り
わ
け
現
在
の
安

全
保
障
条
約
の
下
、
米
軍

基
地
を
何
年
に
も
わ
た
っ

て
国
内
に
存
在
さ
せ
て
い

る
日
本
国
政
府
と
し
て

は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
執

拗
な
軍
事
行
動
共
同
の
要

請
に
対
応
し
な
い
わ
け
に

い
か
な
い
の
だ
ろ
う
。
国

内
で
の
政
権
の
正
当
性
が

実
質
的
に
ア
メ
リ
カ
の
支

持
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
政
治
風
土
の
中
で
は

と
り
わ
け
そ
う
だ
と
思
う

▼
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て

い
た
矢
先
、
一
通
の
郵
便

物
が
届
い
た

「
２
１
世

。

紀
・
日
本
の
進
路
」
研
究

会
と
称
す
る
団
体
か
ら
の

「
提
言
『
２
１
世
紀
の
日

本
の
進
路

」
と
い
う
文

』

章
と
そ
れ
へ
の
共
同
署
名

を
求
め
る
書
類
で
あ
る
。

７
月
６
日
に
は
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
も
開
催
予
定
で
あ

る
。
座
長
隅
谷
三
喜
男
、

メ
ン
バ
ー
の
国
際
政
治
学

者
武
者
小
路
公
秀
と
い
っ

た
と
こ
ろ
が
筆
者
に
わ
か

る
名
前
で
あ
る
▼
提
言

は
、
Ａ
４
版
１
１
ペ
ー
ジ

に
及
ぶ
が
、
ポ
イ
ン
ト
を

ピ
ッ
ク
・
ア
ッ
プ
し
て
み

よ
う
▼
「
対
テ
ロ
戦
争
」

を
イ
ラ
ク
に
ま
で
拡
大
し

よ
う
と
し
て
い
る
ブ
ッ
シ

ュ
政
権
に
追
随
し
て
い
る

日
本
に
と
っ
て
日
米
安
全

保
障
体
制
が
今
日
ほ
ど
危

険
な
も
の
と
な
っ
た
こ
と

は
な
い
▼
国
民
主
権
・
平

和
主
義
こ
そ
我
が
国
外
交

の
原
点
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
安
保
体
制
の
も

と
で
、
半
世
紀
に
わ
た
り

屈
辱
的
な
米
軍
の
駐
留
を

許
し
て
し
ま
っ
た
▼
在
日

米
軍
基
地
に
陸
軍
は
配
備

さ
れ
て
い
な
い
。
米
軍
基

地
は

「
日
本
を
守
る
」

、

と
い
う
よ
り
は
ア
メ
リ
カ

の
戦
略
基
地
で
あ
る
▼
米

国
の
政
治
指
導
者
は
日
本

の
こ
と
を
「
米
国
対
外
政

策
の
小
切
手
帳
」
と
蔑
視

し
、
日
本
の
政
治
指
導
者

自
ら
「
植
民
地
的
状
態
」

と
自
嘲
し
て
い
る
▼
国
民

の
戦
争
責
任
意
識
は
希
薄

で
近
隣
諸
国
へ
の
差
別
意

識
は
温
存
さ
れ
、
政
府
与

党
の
指
導
者
は
ア
ジ
ア
の

人
々
を
逆
な
で
す
る
言
動

を
繰
り
返
し
て
い
る
▼
し

か
し
、
朝
鮮
半
島
も
台
湾

問
題
も
自
主
的
な
外
交
努

力
で
解
決
可
能
な
問
題
で

あ
る
。
テ
ロ
の
標
的
と
さ

れ
る
米
軍
基
地
の
方
が
遙

か
に
危
険
性
は
高
い
▼
こ

れ
ら
の
点
を
指
摘
し
た

後
、
日
米
安
保
条
約
の
終

了
通
告
、
日
米
平
和
条
約

締
結
申
し
入
れ
を
す
べ
き

だ
と
提
言
す
る
。
私
は
こ

れ
を
き
わ
め
て
タ
イ
ム
リ

ー
、
剴
切
な
提
言
だ
と
思

っ
た
。

（
い
）

定期大会

７月９日
(火 )

農学部
第 ３ 講 義 室



（３）教研活動
文科省や国大協あるいは大学が提示してくる新しい大学像を正確に把

握し、その問題点と課題を分析し、大学の自主性・自律性確保創出の観
点から積極的に提案活動をしていく上で、教研活動は要の役割を担って
いる。９月６－８日に岡山大学を会場として開催される全大教全国教研
集会を成功させる取り組みを一つの契機として、教研部を中心に分析能
力および政策提言能力を高め蓄積することを課題として取り組む。さら
に大学構成員一人ひとりの自主性・自律性を拡充していく自発的・創造
的な取り組みを模索し具体化に取り組む。

（４）人権擁護と拡充
大学における人権擁護と拡充のために、組合に新しく人権部を設け、

、 。弁護士の協力も得て 人権相談の窓口を開設するなどの方向で取り組む
また、その一環として、大学のセクハラ委員会や （セクハラ・SANIO
アカハラ・ネットワーク・イン・オカヤマ）などとの協力関係も積極的
に追求していく。

（５）広報活動
当面、月２回の刊行を維持すると同時に、今後は、様々な職場の様子

や組合員の声をもっとダイレクトに反映する場としても充実させる。さ
らに、より読みやすく見やすい紙面づくりに努める。

（６）単組・職場の支援活動と連携活動
、 。単組支援制度を積極的に活用し 各単組の活動 や職場の交流に努める

（７）スポーツ・レクレーション活動および福利厚生活動
スポ・レク部を設けて、歌う会やボウリング大会など、単組・職場間

の交流に努める。また、引き続き教職員共済の活動を行い、組合員の文
化的要求にも積極的に応えていく。

（８）平和と民主主義の取り組み
実行委員会メンバーとして参加している「２・１１建国記念の日に反

対する県民の集い 「憲法のつどい 「１２・８岡山平和の集い 、お」、 」、 」
よび 「子供の権利を確立し民主教育をすすめる岡山県民の会」の活動、
などに取り組む。

（９）組織・財政活動
交渉力量をもった組合づくりが当面の最重要課題である。法人化の下

での新しい組合像を積極的に提示していくと同時に、誰でもが参加でき
る組合活動の新しいスタイルを検討し具体化していく。そのためには、
徹底してオープンな組合活動のあり方を追求すると同時に、会計につい
ても公認会計士の監査を得るなど新しい組織のあり方についても検討し
ていく。こうした新しいスタイルの新しい組合づくりを模索し追求して
いくなかで、場合によっては大学の協力も得ながら、新しい大学づくり
の一翼を担うことのできる組合づくりに取り組んでいくことが課題であ
る。また、全大教および中四協の活動にも積極的に取り組み、他大学職
組との交流に努めると同時に、私大、高校などの他の教育関係諸団体と
の連携にも努める。

（
６
月
４
日
・
学
長
交
渉
）

河
野
学
長大

学
運
営

・

評
価
」
を
語
る

「

」
「

大
学
運
営

「
大
学
運
営
は
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
の
ボ
ト

ム
ア
ッ
プ
方
式
で
は
機

能
し
な
い
が
、
か
と
い

っ
て
、
単
純
な
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
方
式
も
危
険
で

あ
る
。
学
長
は
プ
ラ
ン

を
示
す
責
任
が
あ
り
、

そ
の
限
り
で
ト
ッ
プ
ダ

ウ
ン
で
プ
ラ
ン
を

提
示
す
る
。
し
か

し
、
そ
れ
は
結
論

で
は
な
く
た
た
き

台
な
の
で
、
ど
ん

ど
ん
意
見
を
言
っ

て
ほ
し
い

」
。

（
学
長
発
言
の
要

旨
で
す
。
交
渉

の
詳
細
は
後
日

詳
報
し
ま
す

）
。

「
教
員
の
個
人
評
価
」

「
あ
く
ま
で
岡
大
の
潜

在
力
を
活
性
化
す
る
こ

と
が
目
標
で
、
決
し
て

ラ
ン
ク
付
け
や
リ
ス
ト

ラ
な
ど
を
考
え
て
い
る

訳
で
は
な
い

」。

「
自
己
評
価
を
基
本
に

考
え
て
い
か
ざ
る
を
得

な
い
の
で
は
な
い
か

」
。

非
常
勤
職
員
問
題

人
事
課
長
交
渉

「
雇
用
確
保
に
努
力
」

５
月
２
４
日
開
催
さ
れ
た
組

合
と
の
交
渉
の
場
で
の
、
日
々

雇
用
職
員
雇
用
問
題
に
つ
い
て

の
人
事
課
長
の
回
答
の
ポ
イ
ン

ト
は
次
の
通
り
で
す
。

「
非
常
勤
職
員
の
制
度
枠
と

生
活
権
の
問
題
は
切
り
離
し

て
考
え
て
い
き
た
い
。
可
能

な
限
り
雇
用
を
確
保
す
る
方

向
で
努
力
し
た
い

」
。

（
人
事
課
長
交
渉
の
詳
細
に

、

、

）

つ
い
て
も

後
日

詳
報

岡
大
職
組

ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
開
催
！

６
月
１
１
日
、
ス
ポ

レ
ク
部
長
・
梶
谷
副

委
員
長
の
音
頭
取
り

で
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
法
文
経
、
医
学

、

、

、

部

教
育

農
学
部

工
学
部
の
各
単
組
か

ら
、
１
５
名
の
参
加

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ、

２
ゲ
ー
ム
を
投
げ
て

楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
た
。

優
勝
！

仲
倉
俊
恵
さ
ん

華
麗
な
フ
ォ
ー
ム

で
、
安
定
的
に
高
得

点
を
重
ね
、
３
４
０

点
の
最
高
得
点
を
挙

げ
た
の
は
、
医
学
部

単
組
の
仲
倉
俊
恵
さ

。「

。

ん

大
変
う
れ
し
い

」

次
も
が
ん
ば
り
ま
す

と
、
は
や
意
識
は
次

の
大
会
に
。
準
優
勝

は
、
惜
し
く
も
優
勝

を
逸
し
た
橋
本
勝

教
（

育
）
さ
ん

「
仲
倉
さ

。

ん
の
高
得
点
に
気
づ

く
の
が
遅
か
っ
た
。

次
回
に
は
マ
イ
ボ
ー

ル
を
も
っ
て
臨
む
」

と
の
こ
と
。
３
位
が

（

）
。

荒
川
雅
行
さ
ん

医

ブ
ー
ビ
ー
賞
が
荒
嶋

康
晴
さ
ん
（
医

。
）

親
睦
深
め
た
大
会

ゲ
ー
ム
の
あ
と
、
簡、

単
な
交
流
会
を
開
き

。

親
睦
を
深
め
ま
し
た

秋
の
闘
い
が
、
今
か

ら
楽
し
み
で
す
。

全
大
教
単
組

代
表
者
会
議

参
加
記

副
委
員
長

小
畑

隆
資

６
月
２
３
日
、
標

記
の
会
議
が
東
京
で

開
催
さ
れ
、
６
３
単

組
６
８
名
の
代
表
者

が
出
席
し
て
、
法
人

化
を
控
え
た
大
学
組

合
の
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
活
発
な。

議
論
が
交
わ
さ
れ
た

執
行
部
が
提
起
し
た

方
針
の
基
本
は
、
次

の
通
り
で
す
。

「

」

自
主
性
・
自
律
性

「

自
主
性
・
自
律

『

性
』
と
政
府
、
文
科

省
の
関
与
・
統
制
の

『

』

関
係
等

最
終
報
告

の
も
つ
矛
盾
・
問
題

点
を
徹
底
し
て
明
ら

か
に
し
、
法
人
制
度

と
教
職
員
の
身
分
・

待
遇
に
関
す
る
『
重

点
要
求
・
対
案

自

』（「

主
性
・
自
律
性
」
の

制
度
的
保
障
、
身
分

保
障
、
教
職
員
の
賃

金
・
勤
務
条
件
の
あ

り
方
等
）
を
対
置
し

た
と
り
く
み
を
す
す

め
る

」
。

人
権
を
軸
に
し
た

横
の
つ
な
が
り
を

人
権
を
基
礎
に
し

た
、
自
主
性
・
自
律

性
を
も
っ
た
横
の
つ

な
が
り
を
組
合
が
創

出
す
る
こ
と
が
大
切

で
は
な
い
か
、
と
発

言
し
て
き
ま
し
た
。

散
歩
道

先
輩
の
名
誉
教
授
が
、

大
山
の
麓
に
小
さ
な
ロ
グ

ハ
ウ
ス
を
建
て
た
。
是
非

に
と
い
う
誘
い
に
甘
え
て

一
夜
の
宿
り
を
借
り
た
。

目
の
前
に
そ
そ
り
立
つ
大

山
の
偉
容
は
、
何
度
み
て

も
圧
倒
的
だ
。

空
気
の
香
り
、
郭
公
の

鳴
き
声
、
ヒ
バ
リ
の
さ
え

ず
り
ま
で
が
、
忘
れ
て
い

た
自
然
を
思
い
出
さ
せ
る

か
の
よ
う
で
あ
る
。

ロ
グ
ハ
ウ
ス
が
建
ち
並

ぶ
一
角
の
周
り
に
は
、
山

麓
に
開
墾
さ
れ
た
広
い
耕

地
が
広
が
る
。

水
田
も
あ
る
。
早
め
の

田
植
え
が
す
ん
で
、
あ
た

り
は
別
荘
地
と
い
う
よ
り

は
緑
濃
い
田
園
で
あ
る
。

町
内
の

青
田
は
二
枚

だ
け
に
な
り千

枝
子

の
嘆
き
を
い
く
ら
か
は
癒

し
て
く
れ
る
空
間
だ
。

農
道
の
周
り
に
、
所
々

。

、

深
い
草
む
ら
が
続
く

と

突
如
と
し
て
足
下
か
ら
雉

が
飛
び
た
つ
。
色
鮮
や
か

な
雄
で
あ
る
。
と
、
続
い

て
雌
。

足
も
と
に

雉
が
飛
び
立
つ

山
の
裾

大
き
な
く
し
ゃ
み
に
愕

か
な
い
鴨
と
比
べ
て
、
や

は
り
こ
こ
に
は
僅
か
な
が

。

（

）

ら
野
生
が
あ
る

ｋ


